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研究の目的・背景：
高齢化社会の進行に伴い、フレイルからの改善や高齢
者の身体能力維持のため、自宅で楽しみながら使用で
きる健康支援機器の開発が望まれる。そこで、ゲーム
をしながら体幹訓練を行う可動クッションとして並進
や回転運動が可能な18脚移動ロボットを試作した。ま
た、実用化に向けて実際に人を乗せた状態での駆動実
験を行った。
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期待される効果・応用分野：
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リハビリテーション機器分野
VR産業分野

住所：岡山市北区理大町1-1
：086-256-9786
：akagi@ous.ac.jp

URL ：https://www.ous.ac.jp/index.php

本研究では,VRゴーグルをつけた患者もしくはフレイ
ル状態の健常者がゲームもしくは映像を見ながら,自
然とバランスを取る行動がとれるような他動運動を与
えることにより体幹を鍛えることが期待される。また、
VRを用いたアミューズメント要素は使用者のモチベー
ション維持に有用である。
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